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町政の基本に 
置くべき課題は… 
日本国憲法の人権条項に

うたわれている「生存権」で

ある命と健康こそ最も尊重

するとの基本理念を貫くた

め、ひとつひとつの具体策

を。だれの命と健康も等しく

大切にすることを基本に置く

べきだと思うのです。その角

度から甲良町行政の総点検が

必要だと思います。 

【再質問で】 

国の制度との関係は切っ

ても切れない関係だと思い

ますが、町民にとっていいも

のは国の制度にない場合で

も率先して取り入れ、害悪と

なる制度は町の独自施策で

負担や害悪が緩和されるよ

う手当てを考えるべきだと

思います。 

長野・原村の医療費無料制度 
ひとつだけ例を紹介しますと、６５歳以上の方の医

療費を無料にしている村があります。人口は約７８０

０人、甲良町とよく似ています。６５歳以上の人口は

約２千人の長野県原村です。無料なので安心して早め

に受診できるという村役場の担当者の言葉どおり、早

期発見・早期治療が行き届いて、一人当たり老人医療

費は、０７年の見込み額ですが、全国平均８７万円。

長野県は一番低く７１万６千円ですが、原村はさらに

低い６４万６千円です。全

国平均より２２万円３千円

も低いのです。命を守るこ

とと、財政出動の観点から

見ても素晴らしい成果で

す。村長の清水澄（きよし）

さんは、（当時）麻生内閣が

実施した１４兆円もの補正

予算を批判して「財界や大

資本にだけいい顔をしてい

ますが、本当に底辺で苦し

んでいる人たちを救うのが

政治でしょう」との談話を

８月の新聞（「赤旗」）に寄

せています。このように制

度の立案点を「住民本位」

で考えると色々な知恵が浮

かんでくるものだと私自身

12月議会最終日（15日）

西澤議員の一般質問の

内、「人権尊重」の軸足を

どこに置くのか、との部

分の要旨を紹介します。 
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もこのような例に接すると感

心してしまいます。 

「若死に」返上 
最重点施策に 
「若死に」の一番が滋賀県、

その中でも甲良町が一番と最

近聞いてビックリしています。

滋賀県下で一番の平均寿命が

短い甲良町は学ぶところが大

きいと思いました。命と健康を

守る総合的な取り組みを最大

の重点に据え、町行政・町民上

げての取り組みにしてゆく必

要を痛感しています。 

【原村の医療費無料化は 1971 年
から 75 歳以上。81 年からは 65
歳以上に拡大】 

等 し

原村の医療費無料化制度を伝え
る「しんぶん赤旗」8月 16日号 


